
野々市市椿のまち条例（案） 椿が結ぶ野々市の未来 ― 「愛と和」の志を継ぎ、その輝きを未来へ紡ぐ―

条例制定の背景と展望

■継承すべき歩み

・昭和49年 「愛と和の都市宣言」

・昭和49年 町花木「ツバキ」選定

■世界が認めた誇り

・令和２年 国際優秀つばき園認定 野々市中央公園

「ののいち椿館、椿山」が郷土にある喜びと誇り

■椿を通じたまちづくり

・椿の十徳に象徴される気品を日々の暮らしに育む

・郷土への深い愛着

「協働」による椿を通じたまちづくりの推進

市（行政と議会）

景観保全・環境整備

市民
思いやりの心・郷土愛の醸成

事業者
産業・観光・魅力の発信

心豊かな社会

の実現

人の和を尊重し、三者が「愛と和」で重なり合う調和の姿

・平成２年 全国つばきフォーラムを野々市町で開催

・調和のとれた社会
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野々市市椿のまち条例（案）位置付け・条文体系図 ― まちづくり基本条例を具現化する文化の礎―

条例の位置付け

野々市市まちづくり基本条例

【総論】

市政運営の共通ルール・市民協働の根幹

具体化 野々市市椿のまち条例

【各論・文化施策】

椿を通じた「愛と和」の具現化・気品ある文化と郷土愛の醸成

第１条（目的）

市花木の椿を通じたまちづくりの基本理念及び基本事項を定め、市民、事業者及び市が協働して椿のまちづくりを推進し、気品ある文化
の醸成と心豊かな社会の実現を図る

第２条（基本理念）

１項：市民が育んできた思いやりの心を礎とし、国際優秀つばき園が郷土にある喜びと誇りを持って、先人が築き上げてきた歴史と文化を未来へ紡ぐ

２項：椿が持つ「十の美徳」に象徴される気品を日々の暮らしに育むとともに、人の和を尊重し、郷土への深い愛着と調和のとれた社会を築く

第３条（基本事項）

（１）景観・環境： 格調高い景観（ののいち椿館・椿山）の保持、椿の魅力を深く鑑賞できる環境の充実に努める

（２）教育・学習： 椿の育成や学習を通じて、椿が持つ歴史や文化への理解を深め、豊かな感性と人間性を育むよう努める

（３）産業・発信： 椿に関する取組を多様な分野と連動させ、野々市市の魅力を国内外へ広く発信するよう努める

第４条（椿の日）

文化的な潤いある郷土の誇りを次代へ引き継ぐ日として、「花と緑ののいち椿まつり」の開催日を「椿の日」とし、
市民、事業者及び市は、椿を通じた市民相互の親睦と来訪者との交流を深めるよう努める
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